
四弁花長方形の定理：一松先生による証明 

中川宏 

翌日には、一松信先生から、図解入りの証明をいただきました。 

以下はその全文の写しです。 

 

円に内接する四角形ＡＢＣＤの円弧ＡＢ、ＢＣ、ＣＤ、ＤＡの中点をＬ，Ｍ，Ｎ，Ｋと

し、それらを中心としてそれぞれの弧の両端を通る円を描く。隣りどうしの円の

交点をＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓとすると、四角形ＰＱＲＳは長方形である。 

 
証明  一例として点Ｑのまわりの角を考える。 

∠ＬＱＰ＋∠ＬＱＭ＋∠ＭＱＲ＝２７０°・・・（１） 

を示せば、残りの角∠ＰＱＲ＝９０°であり、他の頂点も同様である。 

 

△ＬＢＭと△ＬＱＭとは、その作図により 

ＬＢ＝ＬＱ、ＭＢ＝ＭＱ、ＬＭは共通だから合同である。 

したがって∠ＬＱＭ＝∠ＬＢＭ＝１８０°－弧ＬＭ上の円周角 （以後、弧ＬＭ上の円周

角（劣弧上の小さいほうの角）を∠ＬＭと略記する。） 

＝１８０°－１／２（∠ＡＢ＋∠ＢＣ）・・・（２） 

他方、 

∠ＡＬＢ＝１８０°－∠ＡＢ、∠ＢＬＱ＝２∠ＢＬＭ、２∠ＢＭ＝∠ＢＣ 



同様に 

∠ＡＬＰ＝２∠ＡＬＫ、２∠ＡＫ＝∠ＡＤ 

これから 

∠ＰＬＱ＝∠ＡＬＢ－（∠ＡＬＰ＋∠ＢＬＱ）＝１８０°－∠ＡＢ－∠ＢＣ－∠ＡＤ 

＝∠ＣＤ  （∠ＡＢ＋∠ＢＣ＋∠ＣＤ＋∠ＤＡ＝１／２（中心角の和） 

＝１／２×３６０°＝１８０°である。） 

したがって 

∠ＬＱＰ＝９０°－１／２∠ＰＬＱ＝９０°－１／２∠ＣＤ・・・（３） 同様に、 

∠ＭＱＲ＝９０°－１／２∠ＡＤ・・・（４） 

である。したがって（１）の左辺は 

∠ＬＱＰ＋∠ＬＱＭ＋∠ＭＱＲ 

＝９０°－１／２∠ＣＤ＋９０°－１／２∠ＡＤ＋１８０°－１／２（∠ＡＢ＋∠ＢＣ） 

＝３６０°－１／２（∠ＡＢ＋∠ＢＣ＋∠ＣＤ＋∠ＡＤ） 

＝３６０°－１／２×１８０°＝２７０° 

となって（１）が証明できた。すなわち∠ＰＱＲ＝３６０°－２７０°＝９０°である。 

他の内角も同様である。                                 ■ 

 

付記 

これらの角の計算から 

∠ＰＬＱ＋∠ＱＭＲ＋∠ＲＮＳ＋∠ＳＫＰ＝１８０° 

といった関係もでます。 

四角形ＡＢＣＤの形によっては、ずいぶんつぶれた長方形ＰＱＲＳもできます。 

 


